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大
正
９
年
８
月
の
水
害

(

略
）
大
正
８
年
は
年
間
を
通
じ
て
８
回
の
大
洪
水
に
見
舞
わ
れ
て
農
作
物
は
収
穫
皆
無
の
う
え
、
常

呂
原
野
の
居
住
が
困
難
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
に
、
耕
地
を
売
り
渡
し
て
離
農
、
転
出
す
る
部
落
民
は
日
ご
と
に
増
加
し
、
開
拓
以
来
、
今

日
ま
で
天
塩
に
か
け
て
作
り
上
げ
て
き
た
農
地
も
葦
原
が
密
生
す
る
湿
原
地
帯
と
化
し
、
将
来
の
農
業
経

営
に
暗
い
影
を
さ
ら
け
出
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

１
俵
価
格

大
豆
：
９
円

小
豆
：

円

エ
ン
ド
ウ
豆
：
１
円

銭

で
ん
粉
：

円
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豆
の
大
暴
落
と
大
水
害
の
被
害
に
よ
り
大
打
撃
を
受
け
た
。

大
正
９
年

荒
廃
し
た
農
地
は
ど
こ
も
か
し
こ
も
葦
の
伸
び
ほ
う
だ
い
と
な
り
、
鴨
が
飛
び
交
い
、
せ
り
積
み
場
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
排
水
工
事
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
道
庁
直
接
工
事
と
し
て
の
働
き
か
け
を
強
め
た
。

８
月

日
か
ら

日
に
か
け
て
洪
水
が
起
こ
り
、
昨
年
の
追
い
打
ち
の
被
害
と
な
り
、
こ
の
年
は
春
か
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18

ら
合
計
９
回
の
水
害
に
襲
わ
れ
た
。

『
豊
川
区
開
基
百
年
記
念
誌
』
掲
載
・
抜
粋

「

年
の
思
い
出
」（
抜
粋
）

城
石
お
よ
き

83

（
略
）
大
正
９
年
９
回
、
大
正

年
は
大
洪
水
で
、
た
び
重
な
る
洪
水
で
生
活
に
困
り
、
父
は
治
水
工

11

事
の
出
面
に
出
て
働
い
て
い
ま
し
た
。（
略
）

『
豊
川
区
開
基
百
年
記
念
誌
』
掲
載

「
思
い
出
」
（
抜
粋
）

江
田
由
蔵

（
略
）
私
が
北
見
に
来
た
の
は
大
正
８
年
８
月
３
月
２
日
で
す
。
そ
れ
は
現
在
の
共
立
川
東
、
得
川
様

の
お
ら
れ
る
土
地
で
す
。
そ
し
て
耕
作
面
積
は
５
町
歩
で
す
。
（
略
）

１
年
暮
ら
し
て
大
正
９
年
は
、
春
か
ら
秋
ま
で
１
年
に
９
回
も
水
が
付
き
、
春
蒔
き
小
麦
、
エ
ン
麦
、

亜
麻
、
エ
ン
ド
ウ
、
豆
類
、
そ
ば
な
ど
を
蒔
き
付
け
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
従
っ
て
生
活
に
困
り
、
冬
に

な
っ
て
能
取
の
山
に
働
き
に
行
き
ま
し
た
。
（
略
）
大
正
９
年
は
春
か
ら
雨
降
り
が
多
く
て
、
１
年
で
９

回
の
水
害
に
遭
い
ま
し
て
、
実
に
生
活
に
困
り
ま
し
た
。（
略
）

『
豊
川
区
開
基
百
年
記
念
誌
』
座
談
会
に
掲
載

『
常
呂
町
百
年
史
』
掲
載
「
第
３
節

常
呂
川
の
氾
濫
と
治
水
」
か
ら
抜
粋

（
略
）
大
正
９
年
８
月

日
か
ら

日
ま
で
、
ま
る
で
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
洪
水
が
起
こ
り
、
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農
作
物
被
害

町
５
反
、

万
５
千

円
、
浸
水
家
屋

戸
、
所
有
物
被
害
２
千

円
、
堤
防
決
壊

ヶ

175

28

730

184

680

30

所
延
長

間
、
被
害
６
千
円
、
道
路
破
損
４
ヶ
所
延
長

間
、
被
害

円
、
橋
梁
流
失
４
ヶ
所
延
長

間
、

220
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300

14

被
害
総
額
計

万
８
千

円
を
生
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
（
略
）
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